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　少子高齢化が急速に進展し人口が減少する中で、年々企業の人

手不足が大きな課題となっています。経済社会の活力を維持するた

めには、高齢者が能力と経験を活かし、経済社会の担い手として活

躍できるよう環境整備を進めていくことが求められています。

　現在、31人以上規模の企業においては、希望者全員の65歳まで

の雇用確保措置について、ほぼ完全に整備されている状況でありま

す。さらに、令和3年4月に施行された改正高年齢者雇用安定法で

は、65歳から70歳までの就業機会の確保措置について、企業に対

して努力義務が設けられました。

　そして、都内の65歳以上の求職者数や就業率は年々増加傾向

であり、65歳を超えても働きたいと考える高齢者は多い状況です。今

後の更なる高齢者の就労ニーズの高まりを見据え、個々の高齢者の

意欲や能力等に応じて働き続けることができるよう、再就職や起業、

生きがい就労などの活躍の場の整備・支援が必要とされています。

　人生100年時代に向け、このような状況を踏まえ、東京都は、高齢

者の方々がこれまでの能力や経験を活かして、様々な働き方をしなが

ら生きがいを持って活躍できる社会を目指し、様々な取組を実施して

います。

　この取組の１つとして、これから高齢者を雇用する企業の皆様向

けに、高齢者雇用のポイントや配慮事項、高齢者を雇用している企

業における活用事例等について、わかりやすくまとめた「ホワイトカ

ラー系の高齢者雇用 活用事例集」を作成しました。

　本冊子を通して、高齢者雇用への理解が深まり、都内企業の高齢

者雇用の促進の一助となれば幸いです。

令和６年３月
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都内の高齢者の就業状況は
他の年齢に比べて低い水準だが、近年増加

就業意欲のある高齢者がどんどん働いています！

働きたい高齢者は、まだまだいます！

　では、高齢者の方は、何歳ごろまで収入を伴う仕
事をしたいと思っているのでしょうか。右記のグラフを
ご覧ください。70歳ぐらいまでが21.7%、75歳ぐらい
までが11.9%、80歳ぐらいまでが4.8%、働けるうち
はいつまでも働きたいとする人が20.6%であり、65
歳を超えても働きたいと考えている高齢者の割合
は59.0％となり、65歳以上の高齢者の就業意欲
は高い状況となっています。（図３参照）

　働きたいと希望する高齢者は多くいますが、実
際に就職している人は約3割です。半数以上の
高齢者は就職活動をしても、企業とのマッチングが上手くいかず、就職できていない状況です。
　高齢者の方で、働く意欲があり、能力や経験もある方はたくさんいます。企業にとっても、長年の能
力や経験のある高齢者を活かして、企業で活躍してもらうことは、大きなメリットになると思います。
　まずは、高齢者雇用のポイントや配慮事項等について、様 な々企業における活用事例を参考にし
ながら、知識を得て理解していただければと思います。本冊子を通じて、少しずつ高齢者の雇用にお
ける第一歩を踏み出していただければ幸いです。

（千人）

高齢者の雇用状況と
「これから」

高齢者雇用について

H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年
7,682千人 7,922千人 8,061千人 8,104千人 8,231千人 8,332千人

 783千人

24.8%

26.4%

26.2%
26.9%

27.9%
28.5% 839千人  840千人  866千人  894千人 913千人

図１ 都内の年代別就業者数と65歳以上の就業率の推移

図3 60歳以上の就労意向と就労希望年齢

図2 中高年齢者の新規求職者数

「東京の労働力（労働力調査）」（令和4年度平均）より

「職業安定業務年報」（令和４年度）東京労働局　

65歳以上の
就業率（％）
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55～59歳

37,534 

37,817 

39,947 

42,490 

41,396 
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「高齢者の経済生活に関する調査」（令和元年度） 内閣府
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働けるうちは
いつまでも
20.6%

仕事を
したいとは
思わない

不明・無回答
1.9%

70歳くらいまで
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65歳くらいまで
25.6%

　皆さんは、東京都内でどのくらいの高齢者の方が働いていると思いますか。また、65歳以上
の高齢者がどのくらい働きたいと思っていると思いますか。
　まずは、東京都の65歳以上の就業者数及び就業率について、下記のグラフをご覧くださ
い。都内の65歳以上の就業者数は平成29年度から年々増加傾向であり、就業率も近年増
加している状況が分かります。
　令和４年度の都内の65歳以上の就業者数は、約913千人で過去最高になっており、就業
率も28.5％となっています。（図１参照）

　それでは、ハローワークを通じた高齢者の新規求職者数を見てみましょう。下記の表のとおり、65歳
以上の新規求職者数は増加しています。令和4年度の新規求職者数は65,338人で、平成30年度
と令和4年度を比較すると、65歳以上の新規求職者数は12,753人増加しており、他の年齢層と比
較しても増加数が大きい状況です。（図２参照）

労働者不足解消のカギとなり得る高齢者雇用。
まずは、シニア就業の現状を把握して
未来の雇用について考えてみましょう。
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